
大
阪
市
域
の
条
里
遺
制

ー

I
条
塁
景
観
の
乏
し
い
都
市
域
の
条
里
研
究
の
事
例
|
|

大

越

勝

秋

一
、
ま

え

き

1Ji 

天
坊
氏
、
米
倉
氏
、
由
井
氏
等
多
く
の
諸
先
覚
の
あ
と
を
受
け
て
大
阪
府
下
全
域
の
条
皇
制
の
調
査
を
し
て
感
じ
た
こ
と
の
一
つ
は
、

条
皇
の
遺
構
が
和
泉
・
河
内
・
摂
津
(
東
部
)
の
平
野
及
び
河
谷
の
平
地
部
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
山
間
部
の
平

地
、
山
岳
地
帯
、
丘
陵
地
帯
、
淀
川
沿
岸
な
ど
の
低
湿
地
に
条
里
の
坪
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
と
、
更
に
は
大
阪
市
の
よ
う
な
沖
積
地
に

大阪市域の条里遺制

出
来
た
都
市
域
に
も
僅
か
な
が
ら
坪
名
が
残
っ
て
条
呈
の
あ
と
を
辿
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

市
街
地
、
大
都
会
の
土
地
は
一
般
農
村
に
比
べ
て
耕
地
整
理
や
道
路
、
宅
地
、
学
校
、
官
庁
、
会
社
、
工
場
等
の
建
設
の
た
め
小
字
の

地
名
の
消
失
が
甚
し
く
、
道
路
、
水
路
、
耕
地
な
ど
の
条
呈
景
観
の
之
し
い
地
域
と
い
え
よ
う
c

従
っ
て
こ
の
よ
う
な
所
に
条
里
が
行
わ

れ
た
の
か
と
疑
問
に
思
わ
れ
る
人
が
多
い
に
違
い
な
い
。
条
塁
景
観
の
乏
し
い
こ
と
の
た
め
条
里
研
究
が
困
難
で
、
最
も
条
毘
研
究
の
遅

れ
た
地
域
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
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現
在
の
大
阪
市
域
は
ど
と
を
み
て
も
、
道
路
か
水
路
か
ピ
ル
等
の
建
築
物
し
か
見
ら
れ
な
い
。
条
毘
の
研
究
の
手
が
か
り
な
ど
、
得
ら

れ
そ
う
も
な
い
。
し
か
し
明
治
時
代
の
大
阪
は
ま
だ
市
街
地
は
現
在
よ
り
も
小
さ
く
、
市
街
地
風
景
は
江
戸
時
代
の
継
続
、
延
長
と
い
っ
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て
よ
い
。
市
街
地
の
周
辺
に
は
農
村
が
拡
が
っ
て
い
た
。
明
治
十
一
年
の
古
市
八
音
撰
の
摂
津
国
七
郡
一
覧
(
岸
和
田
高
校
所
蔵

aJ、

明
治
一

0
年
代

t
明
治
末
期
に
か
け
て
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
発
行
に
か
か
る
二
万
分
之
一
地
形
図
の
大
阪
西
北
部
、
東
北
部
、
西
南

都
、
東
南
部
品
)
は
道
路
、
水
路
等
の
状
態
が
わ
か
る
点
で
条
里
研
究
上
貴
重
な
史
料
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

江
戸
時
代
か
ら
安

土
桃
山
時
代
の
大
坂
と
大
坂
近
く
の
村
、
更
に
遡
っ
て
中
世
の
大
坂
、
古
代
の
難
波
京
時
代
の
大
坂
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
地
形
上

所
謂
難
波
紅
な
ど
の
湾
入
の
状
況
、
沖
積
地
形
成
過
程
上
、
耕
地
や
村
落
は
ど
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
沖
積
地
の
開
拓
と
条
呈

と
の
関
係
、
大
化
前
代
の
飛
鳥
期
の
建
立
に
か
か
る
摂
津
四
天
寺
と
条
豆
、
高
津
宮
及
び
難
波
京
と
条
坊
、
条
豆
と
の
関
係
も
問
題
と
な

っ
て
く
る
。
ま
だ
解
決
の
つ
か
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
大
阪
市
域
の
条
皇
制
に
つ
い
て
従
来
ど
の
程
度
に
研
究
さ
れ
て
き

た
か
。
そ
の
研
究
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

集
、
研
究
で
知
ら
れ
た
佐
古
慶
三
氏
で
「
大
阪
の
地
割
を
論
ず
」
(
建
築
と
社
会
七
月
号
、

管
見
に
よ
る
と
条
里
の
問
題
で
は
な
い
が
、
条
里
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
大
阪
の
地
割
の
問
題
を
取
上
げ
た
の
は
、
大
阪
の
古
図
の
蒐

そ
の
中
で
「
大
阪
の
特
殊
な

年
不
詳
(

1

)

)

、

地
割
こ
そ
難
波
京
の
条
坊
の
遺
制
で
あ
る
と
確
信
」
さ
れ
て
い
る
c

牧
野
信
之
助
は
堺
市
史
第
一
巻

(

2

)

第
二
編
繋
明
期
、
第
六
章
堺
荘
の
成
立
、
第
三
節
堺
荘
と
榎
津
郷
及
び
塩
穴
郷
(
昭
和
四
年
三
月
以
川

一
日
)
の
中
で
、
開
口
神
社
文
書
の
文
治
三
年
(
一
一
八
七
)
三
月
三
日
尼
妙
恵
が
所
領
の
団
地
三
段
を
念
仏
寺
一
切
経
蔵
三
昧
僧
供
田

料
と
し
て
寄
悶
し
た
寄
進
状
を
取
上
げ
、
こ
の
団
地
の
所
在
地
は
「
在
摂
津
国
住
吉
郡
榎
津
郷
壱
条
壱
里
参
拾
参
坪
之
内
、
従
西
第
三
四

五
長
也
」
と
条
里
に
よ
る
記
載
が
見
ら
れ
て
、
榎
津
郷
が
摂
津
国
住
吉
郡
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

白
井
喜
太
郎
氏
は
「
摂
津
国
住
吉
郡
と
百
済
郡
」
(

4

)

(

上
方
第
六
二
号
所
収
、
昭
和
十
一
年
二
月
一
日
)
で
住
吉
郡
の
条
里
に
ふ
れ
、
前

記
の
開
口
神
社
文
書
の
住
吉
郡
一
条
一
皇
品
川
三
ノ
坪
が
開
口
神
社
の
北
、
約
三
町
の
所
と
比
定
し
、
西
大
寺
田
園
目
録
、
四
天
王
寺
御
朱



印
縁
起
の
文
書
に
よ
り
鶏
田
地
住
吉
郡
十
一
条
二
塁
、
十
二
条
一
毘
と
あ
る
こ
と
か
ら
住
吉
郡
の
条
旦
が
北
部
は
大
略
十
三
間
川
筋
か
ら

割
付
け
、
条
は
南
か
ら
北
に
数
え
た
と
し
、
条
旦
区
画
図
を
示
さ
れ
た
。
東
生
郡
の
片
江
の
東
に
十
六
坪
、
十
八
坪
を
発
見
し
た
。

天
坊
幸
彦
氏
は
「
土
代
浪
華
の
歴
史
地
理
的
研
究
」
(
5
〕
(
昭
和
三
十
二
年
五
月
三
十
日
)
の
中
で
、
「
南
摂
の
条
呈
」
と
し
て
白
井
説
を

ふ
ま
え
な
が
ら
坪
名
は
示
し
て
い
な
い
が
文
献
上
、
四
天
王
寺
御
朱
印
縁
起
、
西
大
寺
田
園
目
録
に
よ
り
条
豆
の
比
定
を
試
み
ら
れ
、
東

生
郡
で
は
条
は
南
か
ら
北
に
、
里
は
西
か
ら
東
に
教
え
、
西
成
郡
で
は
条
は
南
か
ら
北
に
、
里
は
東
か
ら
西
に
数
え
た
と
し
、
十
三
は
十

三
条
の
条
の
省
略
さ
れ
た
も
の
、
十
八
条
は
条
呈
の
十
八
条
に
当
る
と
さ
れ
た
。

酒
井
忠
雄
氏
は
大
阪
市
立
平
野
小
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
「
平
野
の
歴
史
」
百
二
昭
和
廿
七
年
十
一
月
三
日
)
の
中
で
、

平
野
附

近
の
坪
名
と
し
て
流
の
一
ノ
坪
、
二
十
双
、
背
戸
口
の
十
四
、
西
脇
の
十
五
、
十
六
を
あ
げ
た
。

和
泉
、
河
内
、
東
部
摂
津
の
地
域
の
条
里
の
調
査
を
試
み
た
私
は
以
上
の
諸
先
覚
の
研
究
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
大
阪
市
域
の
条
皇
制
の

調
査
即
ち

大阪市域の条里遺制

①
各
区
役
所
の
古
い
土
地
台
帳
、
地
籍
図
の
調
査

②
大
阪
市
実
測
図
、
摂
津
国
七
郡
一
覧
(
明
治
十
一
年
、
吉
市
八
音
撰
)
、
大
日
本
帝
国
陵
地
測
量
都
発
行
の
二
万
分
之
一
・
地
形
図
(
明

治
四
十
四
年
)
調
査

@
古
記
録
の
文
献
調
査
、
伝
承
地
名
の
民
俗
調
査

を
試
み
、
そ
の
結
果
「
大
阪
市
の
条
里
遺
存
の
坪
名
」
泊
)
、

大
阪
市
域
条
星
想
定
復
原
図
に
ま
と
め
、

古
文
書
戸
ち
で
は
諸
先
覚
の
発
掘

197 

以
外
に
大
徳
寺
文
書
(
巴
、
難
波
村
旧
記
(
お
)
を
引
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
で
十
分
だ
と
は
い
い
難
い
け
れ
ど
も
、

一
先
ず
資
料
整
理

の
意
味
で
、
旧
郡
別
に
ふ
れ
、
大
方
の
御
高
教
と
御
批
判
を
仰
ぎ
更
に
新
な
史
料
の
検
出
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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ニ
、
住
吉
郡
の
条
里

摂
津
国
の
中
、
淀
川
以
南
即
ち
江
南
の
地
は
、
そ
の
北
部
は
淀
川
、
寝
屋
川
、
旧
大
和
川
の
合
流
し
て
つ
く
る
低
湿
地
帯
で
、
難
波
江

が
深
く
き
ざ
み
、
始
め
は
東
生
、
西
成
、
百
済
(
欠
郡
)
〉
住
吉
の
四
郡
(
後
、
三
郡
)
か
ら
成
り
、
住
吉
郡
は
河
内
、
和
泉
両
国
に
接

し
摂
津
の
最
南
端
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
四
郡
は
天
長
二
年
(
八
二
五
)
三
月
に
一
時
和
泉
国
に
属
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

が
、
ま
も
な
く
同
年
間
七
月
に
再
び
摂
津
国
に
復
帰
し
た
。

摂
津
と
和
泉
両
国
の
国
墳
は
江
戸
時
代
室
永
元
年
(
一
七

O
四
)
に
新
大
和
川
が
つ
け
か
え
ら
れ
て
か
ら
摂
・
泉
両
国
の
自
然
的
国
境

を
な
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
に
は
こ
の
よ
う
な
自
然
的
境
界
は
見
ら
れ
ず
、
河
内
国
の
国
府
か
ら
西
方
に
向
っ

て
直
線
的
に
走
る
長
尾
街
道
と
そ
の
延
長
で
あ
る
堺
の
大
小
路
を
一
条
大
路
と
し
対
そ
れ
以
南
が
和
泉
大
烏
郡
、
そ
れ
以
北
が
摂
津
居
住

吉
郡
と
な
っ
て
全
く
地
続
き
で
あ
っ
た
。

和
名
抄
に
は
住
吉
郡
は
往
道
、
大
羅
、
杭
全
、
余
戸
、
榎
津
の
五
郷
を
の
せ
、
後
に
神
戸
郷
、
田
辺
郷
、
鷹
合
郷
、
ク
ニ
タ
マ
郷
等
の

名
が
出
て
い
る
。
そ
の
後
郡
界
の
錯
乱
に
よ
り
往
道
郷
は
河
内
国
丹
北
郡
に
、
南
花
田
村
は
河
内
国
八
上
郡
に
、
な
お
河
内
国
に
属
し
て

い
た
伎
人
郷
即
ち
喜
連
村
は
貞
観
四
年
(
八
六
二
)
の
頃
か
ら
摂
津
国
の
所
属
と
い
う
よ
う
に
変
更
を
み
た
。
堺
市
旧
五
箇
荘
村
附
近
は

古
く
は
住
吉
郡
大
羅
郷
に
属
し
て
い
た
。

い
ま
古
く
か
ら
の
住
吉
郡
の
地
域
に
現
在
条
呈
の
坪
名
が
、
ど
ん
な
に
遺
存
し
て
い
る
か
。
又
郡
界
、
国
境
の
変
更
は
条
毘
に
何
か
関

係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
究
明
の
た
め
に
も
、
史
料
と
し
て
坪
名
を
表
示
す
る
と
と
に
し
た
い

pdmx"も



大阪市域の条里遺制

四
十
九
(
四
と
九
の
意
か
)

東
住
吉
区
西
脇
町

十
五

十

大
阪
府
下
摂
津
国
住
吉
郡
平
野
西
脇
新
地
図
所
収

|
l壱
ノ
坪
、
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註

杭
全
神
社
所
蔵
文
書
ハ
7
)

の
明
治
十
七
年
(
一
八
八
四
)

壱
町
地

堺
市南

花
田
(
旧
河
内
国
八
上
郡
)
、
三
ノ

坪
、
四
ノ
坪
、
五
ノ
坪
、
八
ノ
坪
、

大阪市域条里復原図

九
ノ
坪
、
十
四
、
三
升
坪

(
旧
五
箇
荘
村
)

奥
本
町

八
ケ
坪

d

九
ノ
坪
、
廿
ケ
坪

北
花
田
町

ホ
ノ
坪
、
西
六
ノ
坪
、
七

之
坪
、
九
之
坪
、
廿
ケ
坪

第 1図

船
堂
町

八
之
坪
、
九
ノ
坪

大
阪
市

住
吉
区
帝
塚
山
二
丁
目
(
旧
住
吉
村
)

一
ノ
坪

住
吉
区
我
孫
子
(
旧
依
羅
村
大
字
我
孫
子
)
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字
北
間
辺
)
十
九

東
住
吉
区
野
堂
町

壱
ノ
坪
、
六
ノ
坪

壱
町
地

陵測二万分之一地形図大阪東南部

東
住
吉
区
背
戸
口
町

十
四
、

東
住
吉
区
流
町

壱
ノ
坪
、
六
ノ
坪
、

二
十
双
(
二
十
三
の
意
か
)

東
住
吉
区
京
町
筋
の
西
、

八
ノ
坪
池

(
奥
野
清
順
氏
の
記
憶
、
佐
古
慶

氏
の
御
示
教
に
よ
る
)

東
住
吉
区
喜
連
町

九
後
、
東
九
後
(
も

.第2図

と
河
内
国
所
属
)

東
住
吉
区
桑
津
町
(
旧
北
百
済
村
大
学

桑
津
)

一
ノ
坪

東
住
吉
区
田
辺
東
之
町
(
旧
田
辺
村
大

こ
れ
ら
の
散
発
的
な
坪
名
を
も
と
と
し
、
地
籍
図
、
陸
測
二
万
分
之
一
-
地
形
図
な
ど
に
よ
り
条
里
復
原
図
を
描
く

P

堺
市
奥
本
町
、
北
花
田
町
、
船
堂
町
に
残
る
坪
名
は
北
花
田
、
宮
、
奥
部
落
の
北
方
に
あ
っ
て
、
そ
の
坪
付
は
北
西
隅
を
基
と
し
南
方

に
千
鳥
式
に
数
え
て
い
て
、
こ
の
隣
接
地
の
和
泉
国
大
鳥
郡
の
条
里
の
坪
付
と
全
く
同
じ
型
式
と
な
っ
て
い
る
。



住
吉
区
我
孫
子
町
、
鷹
合
、
南
田
辺
、
北
田
辺
(
旧
田
辺
村
)
、
桑
津
(
旧
北
百

十 甘四- 廿五 升f
」ノ、， 

十 廿
ー廿ノ&、a 

刑
四 五

十 廿 廿七 升f
五 四
十 廿 廿 ttt 
ーノ、 一 J¥. 一
十 廿 州
七

十廿
九 一

ー十 升十
八九州一

住吉郡大羅郷の坪付

済
村
)

に
か
け
て
は
二
万
分
一
地
形
図
大
阪
東
南
部
の
道
路
、
水
路
の
状
況
か
ら
判

断
す
る
と
条
塁
の
跡
が
う
か
が
わ
れ
、
北
田
辺
の
十
九
、
桑
津
の
一
ノ
坪
も
残
っ
て

い
る
。
鷹
合
の
八
尾
街
道
は
条
里
線
を
利
用
し
て
摂
津
と
河
内
と
の
国
境
線
を
な
し

て
い
る
。

二~I二仁

nμ-

主旦臼L

七ノ、

第 3図

今
川
と
平
野
川
と
に
挟
ま
れ
た
区
域
に
古
い
杭
全
郷
が
あ
る
。
も
と
の
平
野
郷

町
、
旧
北
百
済
村
が
こ
れ
に
属
し
て
い
る
。
こ
の
間
近
に
遺
存
し
て
い
る
条
里
の
坪

名
を
み
る
と
関
西
本
線
平
野
駅
の
西
南
方
、
旧
平
野
郷
町
平
野
の
西
方
、
南
海
電
鉄
平
野
線
の
近
く
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
即
ち
流
町
の

壱
ノ
坪
は
大
阪
学
芸
大
学
平
野
分
校
の
西
方
、
同
じ
く
二
十
双
(
二
十
三
の
意
か
)
は
そ
の
壱
ノ
坪
の
西
隣
に
位
置
し
て
い
る
。
背
戸
口

町
の
十
四
は
平
野
線
平
野
駅
を
中
心
と
し
て
そ
の
南
北
に
亘
り
(
平
野
中
学
校
の
東
側
〕
西
脇
町
の
十
五
は
背
戸
口
町
の
十
四
の
北
方
、

大阪市域の条里遺制

即
ち
白
鷺
公
園
の
一
区
劃
、
同
じ
く
西
脇
町
の
十
六
は
十
五
の
北
隣
で
平
野
馬
場
町
の
市
営
住
宅
に
か
か
っ
て
い
る
。
野
堂
町
の
六
ノ
坪

は
旧
平
野
と
喜
連
部
落
の
問
、
大
阪
学
芸
大
学
平
野
分
校
の
東
側
に
位
置
し
て
い
る
。
八
ノ
坪
池
は
有
名
な
大
念
仏
寺
の
西
南
に
隣
接
し

京
町
筋
の
真
西
に
当
っ
て
い
る
。
二
万
分
之
一
地
形
図
大
阪
東
南
部
を
み
る
と
摂
津
と
河
内
の
国
境
線
、
河
内
国
丹
北
郡
瓜
破
村
界
、
東
方

河
内
国
渋
河
郡
界
ま
で
、
道
路
、
水
路
、
池
の
形
態
な
ど
か
ら
条
里
遺
構
が
伺
わ
れ
る
。
遺
存
坪
名
を
も
と
と
し
て
条
呈
の
復
原
を
な
す

と
こ
の
附
近
の
坪
付
は
東
南
隅
を
も
と
と
し
て
北
万
に
千
鳥
式
に
数
え
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
前
に
記
し
た
大
羅
郷
の
区
域
の
坪
付
形
式

201 

と
異
な
り
、
隣
接
の
河
内
国
八
上
郡
の
坪
付
形
式
と
同
一
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。

住
吉
区
帝
塚
山
二
丁
目
(
旧
住
吉
村
)
の
一
の
坪
は
万
代
池
の
西
方
、
南
海
電
鉄
上
町
線
帝
塚
山
三
丁
目
停
留
所
の
西
側
に
あ
る
c
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旧
天
王
寺
村
阿
倍
野
東
部
か
ら
以
北
の
阿
倍
野
街
道
沿
い
の
地
は
坪
名
は
残
ら
な

い
が
、
二
万
分
之
一
岳
地
形
図
大
阪
東
南
部
を
み
る
と
、
道
路
状
況
か
ら
判
断
す
る
と

北
が
僅
か
に
東
に
偏
き
、
西
の
方
の
旧
今
宮
村
鳶
田
東
方
(
紀
州
街
道
東
方
、
阿
倍

野
墓
地
北
方
)
の
区
劃
と
似
て
い
る
。
復
原
図
は
想
定
と
し
て
東
西
置
北
宜
交
に
記

し
て
お
い
た
。

住
吉
郡
内
に
全
く
異
な
る
二
つ
の
条
皇
の
坪
付
の
形
式
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
注

意
を
要
す
る
点
で
あ
ろ
う
。

fft 十 十

一 fft 九 i¥. 七 占，、、
fft 九廿 十

廿廿
七 I¥. 五

fft 

J 廿1七目

十
占，、、 九 四

fft 廿 十
四 五 十

ff五ffff 六ヰ廿
廿 十 十

四

廿四
十 十

六五

住吉郡杭全郷の坪付第 4図

町
の
地
籍
図
を
み
る
と
長
地
型
の
地
割
が
卓
越
し
て
い
る
。

現
在
の
こ
っ
て
い
る
耕
地
も
耕
地
整
理
区
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
条
塁
の
地
割
を
み
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
耕
地
整
理
前
の
旧
平
野
郷

条
皇
の
呼
称
は
坪
付
の
形
式
を
甚
と
し
て
、
古
文
書
の
記
載
に
よ
る
呼
び
方
に
従
う
よ
り
方
法
が
な
い
。
住
吉
郡
大
羅
郷
の
西
方
に
榎

「
合
三
段

津
郷
が
隣
接
し
て
い
た
。
開
口
神
社
文
書

a
x
gの
文
治
三
年
(
一
一
八
七
)
三
月
三
日
の
念
仏
寺
一
切
経
三
昧
僧
供
田
料
寄
進
状
に

在
摂
津
国
住
吉
郡
榎
津
郷
壱
条
壱
里
参
拾
参
坪
之
内

従
西
第
三
四
五
長
也
」

一
切
経
蔵
の
た
め
に
開
口
神
社
の
宮
寺
で
あ
る
念
仏

と
あ
る
。
と
の
田
地
は
尼
妙
恵
相
伝
の
私
領
で
あ
っ
た
が
、
後
継
者
が
な
い
た
め
、

寺
(
大
寺
さ
ん
)
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
そ
の
所
在
地
は
関
口
神
社
の
位
置
か
ら
北
隣
三
町
の
東
の
条
里
区
劃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
摂
津
国
鷹
合
郷
六
条
八
呈
三
坪
内
一
段
字
垣
鼻

西
大
寺
文
書
(mxm)
の
永
仁
六
年
戊
戊
(
一
二
九
八
)
十
二
月
五
日
の
西
大
寺
三
宝
料
田
園
目
録
の
中
に
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住
吉
郡
十
一
条
二
旦
参
笛
坪
壱
仔
伍
栢
代

十
二
条
一
塁
壁
箇
坪
弐
仔
代
」

J!l1I; $.i..-
.:..:.......ムーι一一司ー:

第5図

摂
津
国
住
吉
郡
田
辺
郷
七
条
六
呈
品
川
四
坪
内
一
段

字
東
沢

大阪市条里呼称暫図

摂
津
国
住
吉
郡
ク
ニ
タ
マ
郷
四
ノ
坪
一
段
」

と
あ
る
。

大
徳
寺
文
書
(
日
)
(
?
の
応
永
九
壬
午
年
(
一
四

O
二
)

十
月
九
日
の
宗
悟
寄
進
状
に

「
寄
進

紫
野
如
意
庵
領
摂
津
国
住
吉
郡
平
等
院
御
領

杭
全
庄
八
条
七
里
廿
二
坪
」

と
あ
る
。
野
中
寺
、
四
天
王
寺
文
書
の
四
天
王
寺
御
朱

印
縁
起
(
8
)
(
9
ご
初
〕
の
中
に

「
鶏
団
地
陸
仔
伍
栢
代

一
条
か
ら
十
二
条
ま
で
数
え
て
お
り
、
里
は
西
か
ら
東
へ
数
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。
住
吉

と
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
条
は
南
か
ら
北
へ
、

郡
に
は
現
存
す
る
坪
付
の
う
ち
、
杭
全
郷
、
大
羅
郷
の
異
な
っ
た
二
つ
の
形
式
が
あ
り
、
大
羅
郷
の
坪
付
の
形
か
ら
す
る
と
南
か
ら
北
へ
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条
を
よ
ぶ
こ
と
は
逆
と
な
っ
て
不
自
然
で
あ
る
。
杭
全
郷
の
坪
付
形
式
は
条
の
呼
称
に
は
適
合
し
て
い
る
け
れ
ど
も
皇
の
よ
び
方
に
は
適

合
し
な
い
。
何
れ
を
基
と
し
て
よ
ん
だ
か
残
っ
て
い
る
坪
付
型
式
か
ら
は
判
定
し
難
い
。
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百
済
郡
の
条
里

百
済
郡
の
位
置
や
そ
の
存
在
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
東
生
郡
、
住
吉
郡
の
一
部
が
分
離
し
て
郡
と
し
て
独

立
し
、
後
に
も
と
の
郡
に
復
帰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
大
日
本
地
名
辞
書
に
「
此
郡
は
住
吉
、
東
生
両
郡
の

聞
に
介
在
し
、
四
至
不
整
の
小
郡
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
和
名
抄
に
は
東
部
、
南
部
、
西
部
の
三
郷
を
の
せ
て
い
る
。
東
田
辺
、
南
国

辺
西
田
辺
の
辺
が
部
に
変
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
旧
田
辺
村
附
近
と
考
え
ら
れ
る
。
条
塁
の
文
献
も
乏
し
い
。

園
、
東
生
郡
の
条
皇

東
生
郡
の
生
は
後
に
成
と
記
し
、
生
、
成
両
者
混
用
し
元
禄
以
後
、
成
の
字
に
一
定
し
た
。
西
成
・
東
生
両
郡
界
は
は
っ
き
り
し
な
い

け
れ
ど
も
、
摂
陽
群
談
、
摂
津
志
は
谷
町
筋
街
路
、
南
は
生
玉
、
四
天
王
寺
を
結
ぶ
自
然
的
丘
陵
に
よ
り
、
そ
れ
以
西
を
西
成
郡
、
そ
れ

以
東
を
東
生
郡
と
な
し
て
い
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

和
名
抄
に
は
古
市
、
郡
家
、
酒
人
、
味
原
、
余
戸
の
五
郷
を
の
せ
、
そ
の
後
郡
界
な
ど
の
錯
乱
に
よ
り
、
千
林
村
は
河
内
国
茨
田
郡
か

ら
東
生
郡
に
転
入
し
た
。
い
ま
と
の
区
域
に
残
っ
て
い
る
条
皇
の
坪
名
品
ニ
ぎ
を
表
示
し
て
み
よ
う
。

大
阪
市都

島
区
毛
馬
町
(
旧
城
北
村
江
野
)

一
ノ
坪

// 

友
淵
町
(

H 

友
淵
)

六
条

旭
区
(
旭
区
の
土
地
台
帳
は
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た
の
で
、
佐
古
慶
三
氏
の
御
示
教
を
仰
い
だ
)
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旭
区
森
小
路
町
(
旧
古
市
村
森
小
路
)

旭
区
千
林
町
(
旧
古
市
村
千
林
、
旧
河
内
国
茨
田
郡
所
属
)

十
三
、

// 

今
市
)

F 

H 

H 

大
宮
町
(

// 

南
島
)

H 

清
水
町
(
旧
清
水
村
般
若
寺
)

H 

貝
脇
町
(

H 

貝
脇
)

城
東
区
今
津
町

十
二
丁
、

東
成
区
小
橋
南
之
町
三
丁
目
、
十
二
石
井
田 十

五
町

六
ノ
坪
、

一
、
市
、

十
五
町
、

// 

深
江
(
旧
神
路
村
深
江
)

中
本
町
t

(

旧
中
本
村
本
庄
)
惣
ノ
ロ
(
三
ノ
ロ
の
意
)

五
丁

// 

十
五
町
、
下
十
五
町

天
王
寺
舟
橋
町
(
旧
鶴
橋
村
木
野
)
「
惣
ノ
坪
(
三
ノ
坪
)
十
一
一
」
(
佐
古
慶
三
氏
所
蔵
の
大
阪
市
実
測
図
所
収
)

生
野
区
南
生
野
一
丁
目
(
旧
生
野
村
)

H 

北
生
野
一
丁
目
(

恒1

H 

南
生
野
三
丁
目
(

同

// 

大
瀬
町
一
丁
目
(
旧
小
路
村
小
瀬
)

F 

片
江
〈
旧
小
路
村
中
川
)

// 

腹
見
)

十
八

// 

十
/， 

右
)

十
/， 

十
八

四
十
九
(
四
と
九
の
意
か
)

右
)十

八
、
，
長
坪
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こ
れ
ら
遺
存
坪
名
の
所
在
に
つ
い
て
記
し
て
み
よ
う
。
都
島
区
友
淵
町
の
六
条
は
鐘
ケ
淵
紡
績
工
場
の
敷
地
に
か
か
っ
て
い
る
。
条
皇

ノ
坪
、
城
東
区
今
津
町
の
十
二
丁
、
大
阪
城
の
東
方
の
東
成
区
片
江
(
旧
小
路
村
中
川
)

の
呼
称
の
六
条
に
該
当
し
な
い
。
毛
馬
町
の
一
ノ
坪
は
淀
川
の
河
岸
の
地
に
当
っ
て
い
る
。
旭
区
森
小
路
町
の
十
三
、
旭
区
大
宮
町
の
六

の
十
八
、
長
坪
が
あ
る
。
生
野
区
大
瀬
町
一
丁

目
、
三
丁
目
の
十
八
と
は
同
一
区
劃
で
布
施
市
足
代
町
一
丁
目
の
西
側
に
あ
る
。
四
天
王
寺
御
朱
印
縁
起
の
於
勢
地
附
近
は
こ
の
大
瀬
町

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
生
野
区
南
生
野
と
北
生
野
各
一
丁
目
の
十
六
は
国
電
城
東
線
寺
田
町
駅
北
方
に
当
っ
て
い
る
。
南
生
野
三
丁
目
の

二
石
井
田
は
市
電
鶴
橋
停
留
所
の
東
方
に
当
っ
て
い
る
。
天
王
寺
区
舟
橋
町
(
旧
木
野
村
)

四
十
九
は
四
と
九
の
併
合
と
推
定
さ
れ
、
寺
田
町
駅
東
の
生
野
工
業
高
校
の
北
側
に
当
っ
て
い
る
。
東
成
区
東
小
橋
南
之
町
三
丁
目
の
十

の
惣
ノ
坪
(
一
一
プ
坪
)

は
城
東
線
鶴
橋
駅
の

に
位
置
し
て
い
る
。
散
発
的
に
点
在
し
て
い
て
適
確
な
坪
付
の
型
式
を
つ
か
み
に
く
い
。
惣
ノ
坪
(
三
ノ
坪
)

北
(
国
電
線
路
の
西
側
)

と
十
二
石
井
田
と
の
存
在
か
ら
、
東
生
郡
の
坪
付
は
西
南
隅
を
も
と
と
し
て
北
へ
千

烏
式
に
数
え
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

住
吉
郡
の
条
里
復
原
の
と
き
と
同
様
に
古
市
八
音
撰
の
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)

の
摂
津
国
七
郡
一
覧
、
明
治
四
十
四
年
製
版
の
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
の
二
万
分

之
一
地
形
図
の
大
阪
東
北
部
、
東
南
部
、
西
北
部
、
西
南
部
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図

に
よ
り
、
城
東
線
以
東
の
旧
生
野
村
林
寺
、
舎
利
寺
は
駒
川
、
平
野
川
を
へ
だ
て
て

そ
の
東
方
の
旧
巽
村
(
河
内
国
)

と
、
更
に
又
旧
小
路
村
は
そ
の
東
方
の
河
内
国
布

施
村
と
道
路
、
水
路
が
共
通
の
条
里
を
形
成
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
条
塁
は
東
西
南
北
直
交
の
形
式
で
あ
る
ロ

十 十

言守知F下-1 
」ノ、a 七 I¥. 九 7ft 

十
九廿五 I¥. 七 廿

十 廿 廿A 四 九 -ノZ、a 

十 廿 廿七 7ft 
十 五 四
十 十 廿 廿 知

一 一 四 ムノ、 五一
十 十 甘- 廿 7ft 

一 一 一一 四 五 占，、、

東生郡の坪付第 6図

条
里
の
呼
称
は
天
坊
幸
彦
氏
が
文
献
上
、
四
天
王
寺
御
朱
印
縁
起
を
引
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に



大阪市城町〉条里遺制

「
摂
津
国
伍
万
捌
仔
弐
倍
伍
拾
代

於
勢
地
壱
万
韓
仔
弐
栢
参
拾
伍
代

東
生
郡
三
条
一
一
旦
参
箇
坪
仔
拾
参
代

摂津国七郡一覧

二
塁
弐
拾
弐
笛
坪
壱
万
壱
伴
代

と
あ
る
。
於
勢
地
は
生
野
区
大
瀬
町
一
丁
目
、
二
丁
目
(
旧
小
路
村
大
字
小
瀬
〉

条
、
四
条
に
亘
っ
て
い
る
、
坪
付
の
形
式
か
ら
考
え
る
と
条
は
南
か
ら
北
へ
、
六
条
を
数
え
て

の
地
で
三

い
る
。
里
は
西
方
の
西
成
郡
界
か
ら
東
方
に
一
豆
、
二
塁
:
:
:
と
よ
ん
で
い
る
。

の
と
こ
ろ
難
波
京
の
条
坊
制
と
町
割
、
条
里
と
の
関
係
は
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

信i

郡
四
条
二
塁
伍
箇
坪
弐
仔
伍
栢
代

同
条
三
塁
参
拾
陸
箇
坪
壱
万
捌
汗
代

四
呈
拾
捌
箇
坪
玖
仔
代

第 7図

「
摂
津
国
東
生
郡
四
条
五
皇
品
川
二
坪
伍
倍
代

近
時
山
根
徳
太
郎
氏
が
中
心
と
な
り
、
東
区
法
円
坂
町
一
帯
の
発
掘
に
よ
り
難
波
京
社
の
輪
廓
が
究
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
在

207 

六
恩
六
坪
伍
倍
代

五
条
五
里
廿
九
、
品
川
一
、
舟
二
坪
聾
箇
坪
式
仔
代
」
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五
、
西
成
郡
の
条
呈

西
成
郡
は
淀
川
を
は
さ
み
、
河
口
附
近
の
低
湿
地
で
、
和
名
抄
に
は
長
源
、
安
良
、
伏
見
、
槻
本
、
郡
家
、
宅
美
、
讃
揚
、
雄
惟
、
三

野
、
津
守
、
駅
家
、
余
戸
の
十
二
郷
を
の
せ
て
い
る
、
天
正
年
聞
に
今
宮
村
を
、
慶
長
十
四
年
三
六

O
九
)
に
住
吉
郡
勝
間
村
、
中
在

大
阪
市

家
村
、
今
在
家
村
を
当
郡
に
編
入
し
た
。
い
ま
西
成
郡
の
地
に
条
塁
の
坪
名
(
泊
三
四
)
が
、
ど
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
か
表
示
し
よ
う
。

東
淀
川
区
柴
島
町

一
ノ
坪

H 

豊
皇
町

浦
ノ
坪
、
浦
之
坪

// 

十
八
条
町
、
十
八
条
、
十
八
条
町

// 

十
三
西
之
町
、
北
十

// 

北
川
口
町
、
八
ノ
坪
(
淀
川
の
河
川
敷
と
な
り
、
現
在
は
消
失
)

H 

三
国
町

六
ノ
坪

H 

豊
毘
菅
原
町

西
二
重
(
西
廿
)

西
淀
川
区
姫南
島ノ宮
町原

町

H 

J'¥ 

条

市
ノ
坪
(
昭
和
四
年
改
め
地
籍
図
に
よ
る
)

西
淀
川
区
佃
島
町

八
条
(
昭
和
四
年
改
、
地
籍
図
に
よ
る
)

大
淀
包
中
津
南
通
二
丁
目

八
ノ
坪
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F 

大
仁
本
町
二
丁
目

筒
井
有
氏
編
「
中
津
町
史
」

十
三
前

註

「
光
立
寺
村
の
字
地

下
三
番
村
の
字
地

成
小
路
村
の
字
地

北
区

寿
四
(
十
四
)

(
昭
和
十
四
年
十
一
月
発
行
)

八
ノ
坪

北
十
三
、
十
三
」

八
ケ
坪

// 

鷺
州
南
一
丁
目

十
六
(
明
治
九
年
西
成
郡
野
田
村
全
図
)

東
三
ノ
坪

福
島
区
十
六
町

F 

H 

南
二
丁
目

// 

} I1 
上
町

西
三
ノ
坪

西
三
ノ
坪

F 

F 

新
町

海
老
江
下
三
丁
目

t

三
ノ
坪

三
ノ
坪

F // 

// 

下
二
丁
目

此
花
区

都
島
区
友
淵
町

南
区
高
津
町
六
番
丁

F 

H 

七
番
丁

三
ノ
坪

西
九
条

ノ¥

条
「
四
ノ
坪
」
(
伝
承
)

「
九
ノ
坪
」
(
グ

の
中
に
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浪
速
区
下
寺
町
二
丁
目

薗

坪

さ

7
坪
、
大
阪
市
実
測
図
所
収
)

西
区

九
条
町
(
九
条
家
の
所
領
よ
り
九
条
の
名
起
る
と
い
う
)

港
区

九
条

西
成
区
柳
通
三
丁
目

相H

// 

東
四
条
三
丁
目

四
:z._ 
A、

// 

西
四
条
三
丁
目

四
条

明
治
十
五
年
六
月
十
三
日
池
間
盛
長
識
の
難
波
村
旧
記
「
芦
乃
悌
」
(
忽
(
佐
古
慶
三
氏
所
蔵
)

の
中
に

『
右
御
料
社
領

(
朱
書
)

「
字
三
津
寺
の
下
、
福
関
、
な
か
と
き
、
塩
開
、
い
か
ミ
回
、
八
の
つ
ほ
」

合
弐
拾
七
町
八
反
九
畝
拾
歩

分
三
百
三
拾
弐
石
七
斗
』

と
記
し
、
八
ノ
坪
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。

-
こ
れ
ら
の
条
や
坪
名
の
所
在
を
記
し
て
み
よ
う
。
東
淀
川
区
豊
里
町
の
浦
ノ
坪
は
市
営
住
宅
地
の
西
方
に
あ
り
、
豊
原
菅
原
町
の
西
二

重
は
貨
物
線
と
千
里
山
線
と
の
交
点
、
東
淀
川
区
柴
島
町
の
一
ノ
坪
は
栄
伝
寺
駅
の
北
東
に
当
り
、
北
川
口
町
の
八
ノ
坪
は
淀
川
の
河
川

敷
と
な
っ
て
現
在
は
消
失
し
、
三
国
町
の
六
ノ
坪
は
長
地
型
の
地
割
が
図
上
に
み
ら
れ
る
0

・
天
坊
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
十
八

条
町
の
十
八
条
、
十
三
西
之
町
の
北
十
三
は
北
十
三
条
の
条
の
省
略
さ
れ
た
も
の
で
条
呈
の
規
格
に
当
て
は
ま
る
。
南
宮
原
町
の
六
条
は

東
海
道
線
の
西
、
東
淀
川
警
察
署
の
南
に
あ
る
が
、
規
格
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
西
淀
川
区
姫
島
町
の
市
ノ
坪
、
佃
島
町
の
八
条
が
あ



と
北
区
の
八
ケ
坪
と
は
同
一
区
劃
で
京
阪
神
急
行
中
津
駅
の
南
に
当
り
、
大
仁
本
町
の
寿
四
(
十
四
)

る
コ
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
陸
地
化
し
島
と
な
っ
た
も
の
で
、
坪
名
は
後
世
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
淀
川
区
中
津
南
通
の
八
ノ
坪

は
阪
神
電
鉄
、
北
大
阪
線
の
大
仁

本
町
の
停
留
所
の
南
方
に
あ
る
。
福
島
区
十
六
町
の
十
六
の
一
部
分
は
中
央
市
場
に
か
か
る
。
低
湿
地
帯
で
あ
る
鷺
洲
村
の
三
ノ
坪
、
海

ノ
坪
の
意
)

老
江
の
三
ノ
坪
が
あ
る
。
西
成
区
の
四
条
は
規
格
に
該
当
し
な
い
。
大
阪
市
実
測
図
に
よ
る
と
浪
速
区
下
寺
町
(
三
丁
目
)
の
薗
坪
(
三

は
市
電
下
寺
町
三
丁
目
の
停
留
所
の
西
側
に
当
っ
て
い
る
。
更
に
そ
の
北
方
の
推
定
条
里
の
区
劃
に
は
南
区
高
津
町
七
番
丁

の
四
ノ
坪
が
あ
る
が
、
十
四
ノ
坪
の
十
位
の
脱
落
転
化
し
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
更
に
そ
の
北
隣
に
南
区
高
津
町
六
番
丁
の
九
ノ
坪
が
あ

と
し
て
北
へ
千
鳥
式
に
数
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

る
。
南
北
に
並
ん
で
い
る
。
西
成
郡
の
坪
付
の
形
式
を
的
確
に
知
る
区
劃
は
な
い
が
推
定
す
る
と
次
の
図
の
如
く
に
な
る
。
南
東
隅
を
基

条
は
南
か
ら
北
へ
、
里
は
東
生
郡
界
か
ら
西
方
へ
数
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

姉 十 十

一 舟 九 /¥ 七 ムF、、

* 廿 十

一九廿 廿廿
七 J¥ 五

姉 十

fft 
J¥ 

廿

占，、、 九 四

七廿 l 

十
四 五 十

升五f 廿ノ、tt 十 十 一
四

l 姉六 廿五 廿四 十= 十

条
皇
の
呼
称
の
文
献
と
し
て
四
天
王
寺
御
朱
印
縁
起
の
中
に

大阪市域の条里遺制

「
鶏
田
地
陸
仔
伍
侶
代

(
中
略
)

西
成
郡
一
条
三
塁
陸
箇
坪
参
仔
代

熊
凝
地
玖
仔
捌
倍
拾
参
代

同
郡
三
条
二
塁
五
箇
坪
弐
伺
代

211 

四
条
三
塁
一
一
昨
伍
倍
拾
代

五
条
三
里
玖
箇
坪
弐
仔
建
栢
柴
拾
捌
代

第8図西成郡の坪付(推定)
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六
条
二
塁
陸
箇
坪
壱
仔
弐
栢
佳
拾
代

七
条
三
塁
参
箇
坪
陸
栢
伍
拾
代

伏
見
地
同
郡
二
条
二
塁
、
品
川
三
、
刑
囚
両
箇
坪
参
栢
捌
拾
代
、
三
塁
廿
八
坪
弐
拾
伍
代
」

と
あ
り
、
文
献
上
七
条
ま
で
よ
ん
だ
が
、
地
名
と
し
て
十
三
(
条
の
省
略
)
、
十
八
条
と
あ
り
、
淀
川
以
北
の
地
ま
で
通
し
て
よ
ん
で
い

る
東
生
郡
と
西
成
郡
と
の
東
西
の
条
に
つ
い
で
は
白
井
説
に
よ
る
と
喰
違
っ
て
い
た
と
な
し
て
い
る
が
1

天
坊
氏
は
四
天
王
寺
御
朱
印
縁

起
に
出
て
く
る
敬
田
院
の
四
至
が

「
敬
回
院

東

百
済
郡
堺

商

掘
河

西

荒
陵
岸

~n: 

条
中
小
道
」

主
あ
る
三
条
中
小
道
が
西
成
・
東
生
両
郡
の
三
条
に
当
り
共
通
で
あ
っ
た
と
し
た
。
四
天
王
寺
・
と
そ
の
北
方
の
谷
町
筋
の
丘
陵
と
を
結
ぶ

線
が
条
里
の
南
北
線
と
考
え
ら
れ
、
私
の
条
星
想
定
復
原
因
に
よ
る
と
東
西
線
も
西
成
・
東
生
両
郡
共
通
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

同晶圃

"、
む

す

ぴ

大
阪
市
域
は
淀
川
以
南
の
所
謂
江
南
の
四
郡
で
上
町
台
地
を
除
く
と
低
平
な
沖
積
地
だ
あ
る
c

か
つ
て
は
難
波
江
が
深
く
入
り
込
み
、



仁
徳
天
皇
の
高
津
官
、
聖
徳
太
子
の
四
天
王
寺
、
大
化
改
新
の
孝
徳
天
皇
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
、
聖
武
天
皇
の
難
波
京
の
あ
っ
た
所
で
あ

る
c

都
城
に
条
坊
制
が
し
か
れ
た
か
ど
う
か
c

都
城
と
条
皇
制
と
ど
ん
な
関
係
に
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
条
里
史
料
と
し
て
の
坪

名
が
ど
の
よ
う
に
残
っ
て
い
る
か
c

そ
れ
を
も
と
と
し
て
条
呈
を
想
定
復
原
し
た
。
大
胆
な
点
も
少
く
な
い
。
更
に
新
材
料
の
検
出
に
よ

り
書
改
ま
る
の
を
待
ち
た
い
。

住
吉
郡
の
条
里
坪
付
に
二
つ
の
型
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
坪
付
と
条
里
呼
称
と
の
関
係
、
国
境
附
近
の
条
呈
円
。
な
と
問
題
が
少
く
な
い
。

東
生
郡
北
部
の
低
湿
地
帯
は
条
皇
を
は
れ
な
い
所
で
あ
る
が
、
所
々
に
坪
名
が
残
っ
て
い
る
。
西
成
郡
の
淀
川
沿
岸
の
低
湿
地
帯
に
条
旦

の
坪
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
問
題
が
あ
ら
う
。
十
三
、
十
八
条
の
地
名
が
残
る
の
は
西
成
郡
が
南
か
ら
淀
川
平
と
え
て
条
皇
を
よ
ん
だ

名
残
り
と
み
る
外
は
あ
る
ま
い
。

摂
津
国
の
条
里
の
呼
称
で
勝
尾
寺
文
書
に
み
ら
れ
る
島
下
郡
中
条
茨
木
村
四
条
六
塁
六
坪
、
豊
島
北
条
字
保
村
十
九
条
三
里
三
坪
、
寿

命
寺
文
書
の
河
辺
北
条
賀
茂
村
内
拾
壱
条
柴
里
玖
坪
、
大
徳
寺
文
書
の
武
庫
西
条
障
条
拾
参
皇
弐
拾
五
坪
な
ど
南
、
中
、
北
、
東
、
西
を

大阪市域の条里遺制

条
に
つ
け
て
冠
称
し
て
い
る
。
同
じ
摂
津
に
属
す
る
江
南
の
大
阪
市
域
に
は
こ
の
よ
う
な
冠
称
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
c

大
阪
市
各
区
役
所
か
ら
は
条
皇
制
の
調
査
に
当
り
種
々
格
別
な
御
便
宜
を
賜
わ
り
、
佐
古
慶
三
氏
は
そ
の
所
蔵
資
料
を
惜
し
み
な
く
御

提
供
下
さ
れ
、
大
阪
市
の
条
皇
制
の
研
究
調
査
が
難
波
京
社
の
研
究
、
条
坊
制
に
役
立
つ
よ
う
に
と
御
声
援
を
賜
っ
た
と
と
は
忘
れ
る
こ

と
が
出
来
な
い
。
又
快
く
御
閲
覧
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
各
社
寺
に
対
し
て
も
こ
こ
に
厚
い
感
謝
を
表
わ
す
次
第
で
あ
る
c
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註
(
1
)
佐
古
慶
三
稿
l
大
阪
の
地
割
を
論
ず
(
建
築
と
社
会
七
月
号
年
不
詳
)

(
2
)
雰
市
史
第
一
巻
(
昭
和
四
年
三
月
知
一
日
)

(
3
)
大
阪
市
編
、
古
版
大
阪
地
図
展
観
目
録
(
昭
和
十
一
年
七
月
五
日
)
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(
4
)
由
井
喜
太
郎
稿
、
摂
津
国
住
吉
郡
と
百
済
郡
(
上
方
六
二
号
所
収
昭
和
十
一
年
二
月
一
日
)

(
5
)
天
坊
幸
彦
著
上
代
浪
華
の
歴
史
地
理
的
研
究
(
昭
和
二
十
二
年
五
月
廿
日
)

〈

6
)
大
阪
市
立
平
野
小
学
校
創
立
八
十
周
年
記
念
誌
「
平
野
の
歴
史
」
(
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
三
日
)

(
7
)
杭
全
神
社
文
書

(
8
)
四
天
王
寺
文
書

(
9
〉
野
中
寺
文
書

(
凶
)
西
大
寺
文
書

(
U
)
大
徳
寺
文
書
(
大
日
本
古
文
書
所
収
)

(
ロ
)
開
口
神
社
文
書

(
日
)
難
波
村
日
記
「
芦
乃
悌
」
(
明
治
十
五
年
六
月
十
五
日
、
佐
古
慶
三
氏
所
蔵
)

(
H
)
難
波
古
図

(
日
)
古
市
八
音
撰
、
摂
津
国
七
郡
一
覧
(
明
治
十
一
年
、
岸
和
田
高
等
学
校
所
蔵
)

(
時
)
大
日
本
帝
国
陵
地
測
量
部
二
万
分
之
一
地
形
図
大
阪
西
北
部
・
大
阪
東
北
部
・
大
阪
西
南
部
・
大
阪
東
南
部
・
金
田
(
明
治
四
十
四
年
製
版
)

(
口
)
大
阪
市
実
測
図
(
明
治
二
十
一
年
四
月
)

(
沼
)
大
越
勝
秋
稿
「
大
阪
市
の
条
里
遺
存
の
坪
名
」
(
立
正
地
理
学
会
一
九
五
八
年
度
研
究
報
告
所
収
、
昭
和
品
川
三
年
六
月
廿
日
)

(
四
)
大
越
勝
秋
編
大
阪
府
下
(
摂
、
河
、
泉
)
の
条
里
制
坪
名
帳
(
昭
和
姉
五
年
八
月
十
五
日
)

(
却
)
同
編
河
内
国
条
里
制
関
係
史
料
集
(
昭
和
廿
八
年
二
月
廿
八
日
)

(
幻
)
同
和
泉
国
条
皇
制
関
係
史
料
集
(
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
廿
日
)

{
幻
)
同
摂
津
国
条
皇
制
関
係
史
料
集
付
(
昭
和
州
五
年
三
月
姉
一
日
)

(
お
)
大
越
勝
秋
稿
「
摂
津
東
部
の
条
皇
制
補
遺
」
(
立
正
地
理
学
会
研
究
報
告
二
号
昭
和
三
十
五
年
六
月
一
日
)

附
記
大
阪
府
下
条
皇
制
坪
名
帳
刊
行
後
、
再
調
又
は
佐
古
慶
三
氏
の
御
示
教
等
に
よ
り
、
大
阪
市
の
条
里
の
坪
名
に
、
多
少
修
正
、
増
補
を

試
み
た
。




